
所 長 市川 宏

（十勝農業改良普及センター
十勝南部支所より）
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転入者職員紹介 お世話になります。よろしくお願いいたします。

宗谷本所

No.47
2025/06/01

主任普及指導員 山上 朝香

（北海道農政部技術普及課より）

やまがみ あさか

主査 山田 美由喜

（日高農業改良普及センターより）

やまだ みゆき

普及職員 島田 菜央

（新規採用）

しまだ なお

転出・退職 お世話になりました。

宗谷本所から

寺田 浩哉 （退職）

太田 浩太郎（農業大学校へ）

井堀 克彦 （根室農業改良普及センターへ）

鬼澤 勝 （根室農業改良普及センターへ）

佐藤 康司 （宗谷農業改良普及センター北部支所へ）

松野 恭子 （後志農業改良普及センター北後志支所へ）

宗谷北部支所から

脇坂 裕二 (釧路農業改良普及センターへ）

酪農試験場天北支場から

澤田 賢 （根室農業改良普及センター北根室支所へ）

主任普及指導員 高倉 弘一

（十勝農業改良普及センターより）

たかくら こういち

宗谷農業改良普及センター本所
〒098-5551 枝幸郡中頓別町中頓別983-11  
℡01634-６-1414
宗谷北部支所
〒098-4110 天塩郡豊富町字豊富大通り1丁目
℡0162-82-2119

■お問い合わせ先

普及職員 生出 健太

（新規採用）

おいで けんた

宗谷北部支所 酪農試験場天北支場

主任普及指導員 早川 文乃

（十勝農業改良普及センターより）

はやかわ ふみの

地域係長 佐藤 康司

（宗谷農業改良普及センターより）

さとう こうじ

令和６年度は、北海道指導農業士に大硲秀幸さん(稚内市)､白鳥

孝治さん(稚内市)､平野洋巳さん(豊富町)が、北海道農業士には、

尾山敬貢さん(猿払村)､大石菜央さん(浜頓別町)､池田裕介さん(豊

富町)が新規に認定されました。次世代の農業担い手の育成指導や

地域振興に向けた助言など、地域農業のリーダーとしての活躍が

期待されます。

また、森川健一さん(中頓別町)､佐藤正年さん(豊富町)は、指導

農業士として長年にわたり地域へご尽力いただいた功績が称えら

れ、北海道知事感謝状が贈られました。

令和６年度北海道指導農業士・北海道農業士認定
令和６年度北海道知事感謝状受賞

森川健一さん

尾山敬貢さん 大石菜央さん

大硲秀幸さん 池田裕介さん
白鳥孝治さん 平野洋巳さん

佐藤正年さん

～北海道知事感謝状 受賞～

普及職員（農業）募集中！

お気軽にお問い
合わせ下さい。
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乳酸

ギ酸

ギ酸利用を
提案

表　宗谷管内の生乳への抗菌性物質残留事故発生状況

R1 R2 R3 R4 R5 合計

4～6月 4 0 1 0 0 5

7～9月 5 2 1 0 3 11

10～12月 2 1 3 1 0 7

1～3月 0 1 0 0 6 7

地域活動

宗谷農業改良普及センターだより

動 介

細切サイレージ収穫調製技術
向上による良質粗飼料の確保

自給飼料を活用した
酪農生産基盤の強化

担い手 「学びたい」をかたちに～ff宗谷の活動支援～

広域活動動 介

抗生物質混入事故を防ごう

普及センターの担い手担当は、多様な担い手
（新規参入者・青年農業者等）や農業生産法人
（酪農法人情報交換会・宗谷TMRセンター連絡
会）への支援を行っています。
女性農業者でつくる宗谷農漁村女性連絡会議

（以下ff宗谷）では、令和６年度春の研修会と
フォーラムの開催に向け支援をしました。
春の研修会では、浜頓別町酪農家 杉山さんか

ら仕事や生活で実践されていることをお話しい
ただきました。その後『私のチャレンジ』とい
うテーマで会員同士で話し合い、「牛の事故を
減らしたい」「受胎率UPを目指す」といった意
見が出ていました。
秋開催のffフォーラムは、NOSAI宗谷中部家畜

診療所 後藤技師より繁殖の基本を学び、その後
秋に開催されたffフォーラムでの様子（R６）

毎週更新 本年産
牧草生草分析値
ご活用ください！

のグループトークでは改善したいことやこれか
らの目標などが出されていました。
広域活動では、ff宗谷をはじめとした担い

手、情報・クリーン・有機、高付加価値化の活
動を引き続き支援していきます。

今号の
表紙

抗生物質が混入する事故があとをたち
ません。搾乳した生乳は「食品」です。
適切な衛生管理が求められます。
過去５年間の発生状況を見ると、７～

９月に集中しています（右表）。これか
らの時期、暑熱対策とあわせて抗生物質
混入防止に向け、あらためて確認しま
しょう。

①マーキング
・対象牛の牛体や乳房へのスプレー
・足へのマークバンド
・札の吊り下げやパイプラインに目印
※マーキングは２か所以上におこない、
見落としを防ぎましょう

②情報の共有
・家族や従業員への声かけ
・ホワイトボードなどへの記録

【誰が見ても明確にわかるかどうか？】
が重要なポイントです。

スプレーは、はっきり目立
つように（薄くなっていた
ら再度行う！）

対象牛の牛床へ、
赤札を吊り下げ

ギ酸利用を提案 珪藻土敷設および明渠で整備 乾物密度調査の様子

令和６年度はJA北宗谷コントラクター運営
協議会を対象として、細切サイレージの発酵
品質の向上を目的に、①ギ酸の適正利用の推
進②異物混入対策の確認・提案③乾物密度の
調査を行いました。
原料草が高水分の場合にギ酸利用を提案

し、発酵品質(Ｖスコア)の向上が図られまし
た。
調査結果では、概ね設定どおりの刈取り高

が確保され、スタックサイロ周辺も適切な整
備状況となったため、異物混入の指標となる
灰分(CAsh)も適切な数値となりました。
乾物密度は推奨値よりやや低い数値となり

ましたが、ギ酸の適正利用・異物混入対策に
より、良好な発酵品質となりました。
今後も発酵品質の維持・向上に向けた取り

組みを継続します。 （宗谷北部支所）

『サイレージ踏圧調査』

年々自給粗飼料の重要性が認識される中、
普及センターは宗谷の良質粗飼料生産へ向け
てサポートしていきます。

普及センターでは毎年重点地区の皆様と懇
談会を開催しています。
令和６年度の活動報告として粗飼料品質の

向上、生産性向上の取り組みについて報告さ
せていただきました。送風対策の調査結果や
経産牛飼料給与改善での疾病の減少等個別の
取り組みを報告し、また中頓別町での醸造用
ブドウの栽培支援や牧草の高刈りについての
情報交換も行いました。
令和７年度からはサイレージ用とうもろこ

しの排水性改善に取り組むにあたり、土質や
近年のまとまった降雨による湿害実態が話題
となりました。今後も良質粗飼料生産に向け
て取り組んで行きます。
なお、普及センターでは今年も生草分析の

追跡調査を行いますので、ぜひ収穫の参考に
してください。詳しくは右下QRコードおよび
ホームページにて、５月末より毎週更新を予
定しています。 （宗谷本所）

中頓別町 松音知地区
～令和６年度懇談会開催～

R６年12月サイレージ給与試験R７年３月 松音知懇談会 R６年７月 環境測定

良質な粗飼料を
活用した生乳生産


